
        

第 10回 東職シネマカフェ 
  

2016年5月 25日(水) 
  18:15開場 18:30開映（終映 20:30予定） 

会場：東京大学教職員組合書記局（生協第 2食堂３階） 
ワンドリンク代（おつまみ付き）：組合員 300円 一般 500円 

『アリサ ヒトから人間への記録』 

（1986年 78分 文部省特選） 

制作協力：さくら・さくらんぼ保育園創設者(元園長)故斎藤公子 

製作：小島義史、野原嘉一郎脚本：ふじたあさや、撮影：山本駿 

監督・演出：山崎定人、製作会社：青銅プロダクション・共同映画  

 

ひとりの女の子の生後 6 ヶ月から 6歳 11 ヶ月まで、7年の成長を追ったドキュメンタリー。家庭でも保育

園でも一切、文字の読み書きを教えないことを 方針のもと、”アリサ”と名づけられた女の子は、発育に

応じて、溢れるような意欲と体力、瑞々しい感性と創造力、仲間を思いやる優しい心を獲得 

主催：東京大学教職員組合 TEL03-5841-7971 内線 27971  http://tousyoku.org/ 

 

 

鑑賞無料

予約不要 

東京大学には組合があります。 

東京大学で働く、常勤・非常勤・パートタイムの教職員は誰でも加入できます。 

http://tousyoku.org/


【東職ランチョンセミナー これからの予定】 

常勤・非常勤にかかわらず、東京大学で働く教員・職員の生活・労働条件に関わりを持つ問題・テーマを、

専門家に聞く機会を持てないか・・・。そんな声から東職ランチョンセミナーは生まれました。昼食（弁

当）持ち込み可の肩のこらないランチョン形式。専門家の話を 30分聞き、質疑を 15分。昼休みを有効に

使います。 

第 22回 5月 13日(金) 12:10～13:00 

会場：福武ホール地下１階史料編纂所会議室 

「沖縄にはかつて 

いかなる王国があったのか」 
渡辺 美季氏（東京大学総合文化研究科准教授） 

かつて沖縄には琉球という王国があった。 

それは中国や日本の影響を強く受けながら、 

むしろそれゆえに、中国でも日本でもない 

固有性を獲得・維持した王国であった。 

本報告では、こうした王国の特性を、前近代東アジアの国際関係を切り口として論じる予定である。 

 

第 23回 6月 10日（金）12:10～13:00  

会場：工学部 8号館 85号講義室 

「再生可能エネルギーの系統接続の課題と対策」 

今中正輝氏（生産技術研究所特任研究員） 

＊第 24回以降も計画中です。 

 

法律相談・労働相談のご案内 

東京大学教職員組合の組合員であれば、どなたでも無料で法律相談を受けることができます。

相談内容は職場の問題のほか、個人的な相談（離婚・相続・遺言・交通事故・その他）も可

能です。契約している顧問弁護士は複数名で、女性の弁護士もおります。相談の内容によっ

て担当者、担当人数が決まります。 

何か困ったことがあったら一人で抱え込まず、ぜひご利用ください。 

また、東職労働相談員による労働相談は、これまで通り、組合員・非組合員を問わず、東京

大学で働くすべての方の相談を受け付けています。まずは組合書記局にご連絡ください。 

連絡先 東京大学教職員組合書記局 月～金  １０：００～１８：００ 

    TEL&FAX ０３－５８４１－７９７１（内線２７９７１）  http://tousyoku.org/ 

syokikyoku@tousyoku.org 

首里城漏刻門▲ 
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